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❶ 大久保神社社務所
❷ 汲沢町内会会館
❸ 汲沢西団地自治会集会所
❹ ぐみさわ東ハイツ自治会集会所
❺ 汲沢さつき町内会会館
❻ ライオンズマンション戸塚第 3集会所

❶ おおぞらひまわり保育園
❷ 戸塚こばと幼稚園

❶ 来夢の里
　　　（特別養護老人ホーム）
❷ しらゆり園
　　　（特別養護老人ホーム）
❸ ベタニヤ・ホーム
　　　（軽費老人ホーム）　　　
❹ きゃべつ畑・窓
　　　（地域活動支援センター）

① 汲沢地域ケアプラザ

● 地区外の主な公共施設
　 主な病院
● 学校

※令和3年4月1日時点

自治会・町内会館
マンション等の集会所は除く

幼稚園・保育所等

福祉施設等

公共施設

汲沢地区ハートプラン
汲沢地区プロフィール
汲沢という地域は、「歴史に支えられてきた地」と言えます。 縄文時代の遺跡や出土品が多く発掘
されたこと、汲沢の地を開拓してきた先人たちの生活を、「汲沢七杜」（五霊様、御伊勢様、 山王様、
第六天様、神明様、子ノ神様、的場稲荷様）に見守られてきたことなどが、語りつがれています。
また、天地の恵みと豊かな緑（農業）を受け継ぎ先祖伝来の土地を守ってきた人が、汲沢の生活
圏を開拓発展させ、新たな人々と共に、新たな町づくりに貢献してきました。先人たちと新たな人々
は、町内会や自治会活動を通じて知り合い、つながり、そして絆を深めてきたことが、汲沢地域
における諸活動の源となり、「地域の魅力」と言えます。それを維持し発展させるべき次の世代へ
バトンタッチするためには、いくつかの課題を解決する必要があります。

東
戸
塚
駅

東
戸
塚
駅

舞岡駅

駅

戸
塚
駅

踊場駅



七夕まつり

短冊を取り付ける笹竹は付近の竹林から調達します。写真は
短冊などの製作と飾りつけが終わった竹竿です。

健康ウォークラリー

ゴール目前まで到着したチームが到着タイムを調整中の風景
と成績発表の風景です。

こどもから高齢者まで参加できる活動や、様々な活動の仲間を増やすための交流、団体同士の
連携に取り組んできました。

【七夕まつり】
幼児から高齢者までが参加し、短冊つくりなどで交流できる文化的イベントを開催しています。民生委員、子
供会、青少年指導員、老人会、中学生ボランティアなどの協働体制を敷いています。

【健康ウォークラリー】
連合町内会内に事業のブラッシュアップ検討プロジェクトを立上げ、数次にわたる検討の結果を以って実施した
行事です。子供から高齢者、地元高齢者施設職員の方々の参加により実施し、運営側、参加側双方から高評
価を得た行事でした。

笑顔でつながる　緑豊かな「ぐみさわ」

汲沢地区の現況

主な活動と取組

第3期計画で汲沢地区が取り組んできたこと

data

夫婦のみ 夫婦と子供 単独
24.2% 30.4% 10.1% 28.8%

22.2% 34.9% 8.5% 29.4%

20.5% 30.4% 8.2% 35.9%

4区分
人口

10.0%

56.9%

14.0%

19.1%

汲沢地区総人口 6,112人

0～14歳

65～74歳

15～64歳

75歳以上

汲沢

戸塚区

横浜市

三世代 その他ひとり親と子供

出典：横浜市住民基本台帳（令和2年9月末現在）より算出 出典：国勢調査データより算出（平成27年調査）



第4期の目標

目標1　地域のふれあいの場を大切にしよう！
【具体的な取組】

● 既存のふれあいの場の充実と新たな場づくりを目指します。

● 高齢者交流の場の更なるブラッシュアップを図ります。

目標2　多世代がつながる機会を広めよう
【具体的な取組】

● 七夕まつり、レクリエーション大会、健康ウォークラリーなど、地域のだれもが参加でき、多世代がふれ
あえる機会を広めていきます。

目標3　活動の情報発信に努めよう
【具体的な取組】

● 地区のイベントや地域の様々な活動を紹介する広報活動を充実します。

● 各団体同士の相互交流の場づくりを目指します。

人と人のつながりを大切にする町「ぐみさわ」

■ ぐみカフェ

■ レクリエーション大会 ■ 健康ウォークラリー

■ 誕生会



ハートプランで、みんなの願いをつなげよう

それぞれの場所でハートプランを進めよう

日々の暮らしの中で、誰もが不安や困りごとを抱え、
解決に向けた願いを抱いています。

一方で、「誰かの力になりたい」という思いも、
多くの方が抱いています（区民意見募集より）。

ハートプランは、戸塚区で暮らし、学び、働く人たちの、
そうした願いや思いを形にしたものです。

「誰もが安心して心豊かに暮らせるまち」
をつくっていくためには、
地域の取組で実現できるものから、
区全体での取組が必要となるものもあります。

そのため、「区計画」と「地区別計画」をそれぞれ策定し、
互いに関係しあいながら、取組を進めていきます。

地域の皆様の取組も、
区役所・区社協・地域ケアプラザを
はじめとした関係機関が、全力で後押ししていきます。

基本理念
誰もが安心して心豊かに暮らすことの
できる地域社会の実現

※ハートプランとは、戸塚区地域福祉保健計画の通称です。
　平成18年度から策定（5か年計画）されており、
　令和3年度から、第4期ハートプランがスタートします。

地域住民
福祉保健
施設

公共施設等

NPO法人
ボランティア

小・中学校
高校
大学など

区役所

地域ケアプラザ

区社協

自治会
地区社協

民生委員
児童委員等
委嘱委員

地元
商店街
企業等

基本目標1
支えあいと
助けあいの
あるまち

基本目標２
みんなが
ふれあう場の
あるまち

基本目標３
安全・安心
人にやさしい

まち

基本目標４
いつまでも
元気で健やかに
暮らせるまち

ハートプランを進める体制

とつかハートプラン

とつかハートプラン
ホームページ

誰もが主役です
暮らす人、学ぶ人、働く人が
それぞれの立場・役割で
できることに一緒に取り組みましょう
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子育て応援するわ

ゴミ出し
手伝います

移動販売や就労訓練の
受入れができるかな

チャレンジして
みようかな

地域のサロンで
ボランティアしよう

自治会で
集客してみよう

そうした願いや思いを形にしたものです。

災害時
どうしたら
いいのかな

子育て
不安だな 安心して

遊びたいな

趣味の折り
紙、生かせ
ないかな

できるだけ
健康を維持
したいな

働くことに
挑戦したい

事業所も
地域貢献
したいな 重たいもの

が身体に
こたえるわ

ずっと、とつかで
暮らしたいな

受入

事務局では、地域の取組を応援する
地域連携チームを各地区ごとに結成しています。
業務の中で得た情報や、活用できる制度等の
周知を行い、地域の取組を後押ししていきます。

このリーフレットは、区民の皆様からお預かりした共同募金を活用して作成しています。

問い合わせ先
戸塚区役所 福祉保健課 事業企画担当
電話：866-8424　FAX：865-3963

社会福祉法人 横浜市戸塚区社会福祉協議会
電話：866-8434　FAX：862-5890
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